
件名 市立小・中学生の健全な成長、発達のために教育活動における制限の緩和を求めることについて 

 

請願理由 

いわゆるコロナ禍と言われる状態になってから 1 年半余りが経過し、その間、市民は行動の自粛など

様々な制限を受けたことで日常生活や経済活動において大きな影響を受けてきました。とりわけ市立小・

中学校に通う児童・生徒においては学校生活や教育活動の中で感染拡大防止対策としてとられてきた対

策が、むしろ健康や発育、発達に悪影響を与えていることが懸念されます。 厚生労働省が発表している

データを見ても、未成年者は新型コロナウイルス感染症によって重症化や死亡のリスクは極めて低く、

過剰な対応の必要性について疑問の声が上がっています。 

一方で令和２年度の小・中学生、高校生の自殺件数が過去最多になるなど、新型コロナウイルス感染症

よりも、感染防止対策のほうが児童・生徒を苦しめているのではないかと心配する声も少なくありませ

ん。未知の病であった新型コロナウイルス感染症について、多くのことが分かってきた今、感染症予防に

偏らず、児童・生徒の健全な成長、発達及び学習環境の確保とのバランスを図ることが必要と考えます。 

 小平市教育委員会においては、児童・生徒やその保護者の中には多様な意見があることを認め、それら

を尊重してください。 

以上の理由により、次の事項について請願いたします。 

 

請願事項 

1 常時マスクを着用することによる長期的な影響については正確なデータがなく、児童・生徒の健全な

発育、発達を阻害する可能性があるということを、教育委員会から各市立小・中学校に情報提供し、

教職員、児童・生徒、保護者に対し、周知するよう指導してください。 

2 身体的、精神的及び発達上の問題で、マスクを着用できない児童・生徒がいること、また常時マスク

を着用することに対し、不安や不快、不調を感じ、学校生活に支障を来たしている児童・生徒がいる

ことを児童・生徒、保護者に対して周知し、上記のような理由でマスクを着用していない児童・生徒

及びその保護者の意思を尊重し、差別や圧力が生じることのないよう指導してください。 

3 １，２で求めた事項について小平市立学校版感染症予防ガイドライン（新型コロナウイルス感染症）

に記載し、教育委員会として各市立小・中学校に通知してください。 

4 小平市立学校版感染症予防ガイドライン（新型コロナウイルス感染症） 令和３年１１月１日版に記

載されている「(２)学校給食及び昼食」の「イ 児童・生徒が対面して喫食する形態を避け、会話を

控える。」、「ウ 喫食の際、マスクは喫食直前に外し、喫食後は速やかにマスクを着用する。」という

部分について、削除、もしくは制限を緩和してください。 

 

筆頭紹介議員：安竹洋平 

  紹介議員：山浦まゆみ 

請願者氏名：小野真帆 

 

小平市議会議長 殿 
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※ 自筆で記入すれば捺印は不要です。代理署名の場合は押印が必要です。 

署名は、国籍、年齢、住所地に関係なく、どなたでもできます。 

住所は、省略しないで正確にご記入ください。住所を同じにする方が複数人いらしても各人ごとに 

住所を記入ください。「同上」や「〃」は、使用できません。無効になります。 


